
平成18年 度第10回  東 三河ふるさと公園観祭会記録

1 . 事業 名 東三河ふるさと公園 第 10回 自然観祭会

2 . 日  時 平成1 9 年1 月2 1 日 ( 日) 晴 れ 09:300～ 12 3 0

3 . 場  所 東三河ふるさと公園 勘 |1市御油町

4 . 参加 者 天野、梶野、高橋、中島 (団 、中島 C~l、 林(原 田 側 、問瀬 、 勤 9名

協会 神谷所長、松本

5 . ―殺 豹 l r t 36名  (内子供■ 5ノ0

6.観 祭のコン

セプト

・ 「生物の冬越し  動 物の冬越しを観祭しよう」

厳しい冬を耐えて春を待つ昆虫等の冬越しを観察しよう。
・生き物は枯葉、草木、土中、朽木など至る所で色々な生き物が冬越ししている。大勢の目で生き物

の冬越しを見つけてみよう。

7. イ騎彰票髯子理星 09:00:会 員集合

受付、放送その他の庶務は公園管理者が行う。

09:30:観 祭会開始

鰤       麟

自潔障現第華祭李導記拶朝歩

09:40:昆 虫の終越しについて エ ノキを食事とするゴマグラチョウについて観祭方法の解説

欲野氏の庭と畑の間に植えられているエノキの落ち葉よリゴマグラチョウの幼虫を見なが

ら郷同0

09:50:ロ ウカイガラムシの観祭

サザンカに着くロウカイガラムス ミノムシの観祭

10:10:朽木(枯 葉の下で冬越しする生き物を探そう

腐リカWすた器の中にコクワガタ、オサムシの幼虫―

10:20:ウ スタビガの繭の抜け殻の観祭、テイカカズラの実の観祭

10:35:林 罐

朽木の中を観察すると黒いところと白いところがある、何故かな

10:50:粘菌についての観祭 (ムラサキホコリタケ硼

11:20:アカ潟二膨め卵の観祭

11:45:ま とめ

普段通り過ごす場所でも色々な生き物が色々な方法で生活していますと多くの人の目で見る

とまた違つた自然が見られま坑

11:50:アンケー ト

12:00:程惨詮解散

12:00～12:30:連絡及び反省会

8.会 員及び公園管理者から一言概要
・ 来 年度はドンク

Sり
工房を年2回ほど実施したし、

・公園内の樹木の名札については、草本は取り付けをやめて、樹木だけ名札を付けたらどうだろう力、 またユズリハ、
ヒウメ以り′ヽ、ミミガボイと3種の間違いをしないよう↓孔

・ 来 年度のキャッチコピーについて

主テーマ : 自 然み―つけ

4月 :ふるさと公園は花盛り、5月 :新緑つてどんな色、6月 :花に集まる虫たち、7月 :夏に鳴く虫 セ ミ

8月 :夏に鳴く虫 キ)ギ)ス  9月 :秋の七朝



9.次 回以降の観察会のテーマー

2月 :公園内の石ころ (公園内の石は領家変成岩 (硬質砂岩)・ ・・縦割れする片岩で石英片岩で構成されている。路

露韓樹剖飛Fヒカ激 しし、 )

3月 :早春の生物

10.確 認できた野鳥類

ヒヨドリ、メジロ、コゲラ、シジュウカラ、ハクセキレイ、ハシボノカラス、ムクドリ、モズ、カケス

11.冬 越しする虫について

虫をみつけるには、まずそれぞれの虫が好む樹木を探すちヨナラにはカナブン、

むため、虫が寄り付かなし、

1)ゴ マダラチョウについて
エノキを好む、タテハチョウの仲間で、4月ころ産卵し、エノキを食草として

成長し、少し大きくなつた頃 御 エノキの枝から幹を伝わり地上の枯葉に降り

る。このとき、樹木の北側に下りて葉の下にもぐり冬越しする。

北側に下りることにより、暖かくなつたとき、間違えてエノキののぼりまだ葉が

なし暢拾や、急↓撲車くなること

カブトムシが多く楠に,封朝曽を含

がないように、北側でも暖かくなったときエノキに上るための知恵である。えのきの登つたゴマダラチョウは成

長し蛹となり成虫となって産卵し世代を伝えていく。

2)フ ユシャクガについて

寒さと乾燥という厳しい冬季は間動する昆虫がフユシャクガで先 コナラ等ナラの仲間の樹木がある所で、夕刻飛
んでいる蛾を見たらフユシャクガと思われます古雌は翅を持たず飛ぶことが出来ませんbフ ェロモン (オスをひ

きつける臭い)を 発しオスを呼び寄せ交尾して子孫を伝えま坑

雌はなかなか見つけることが出来ないが、地上より1, 5m程 の所に生忌する可能性があります古冬はこの虫

にとつて害敵がいないため、この時期に活動するの軌

3)ナ ミテントウの集団越冬

厳しい冬を安全ヤ歯 るに,彰 くの仲間力済類]て越終すること,認薪Jなことで先 ナミテントウ盤 で

天野氏の家で見られたものは、10cm平 方程に固まったものが、畳1枚分ほどの広さに集団越冬している例が

見られたそうで先

4)コ ナラの朽木の観祭

虫が食べたところは糞として排出するため黒く自然に朽ちたところは白い、このように朽

木1本でも色々なこ

とが分かる。何故と思つてみよう。

5 ) カ ミキリの葵

シイの幹全体にカミキリの食痕

6)ヤ ママユガ、クスサン、ウスタビガの蛹繭の抜け殻について

7)カ マキリの仲間

この地方では

オオカマキリ・・・大きなカマキリで産卵は草が多い

コカマキリ・・・鎌の部分に斑点がある)メロ,シj さヽく木に産みつけられることが多い
ハラビロカマキリ・・・腹が広く大きい

8)オ オミノムシ・・・雌ヤ胡ヨがなくみのから出ることはなし、成長したオスは養から飛び出し雌と交尾する。
9)ロ ウカイガラムシ・・・樹木に付き、栄養分を吸い取る。これが付くと樹木の樹勢が表える。害虫で6月頃親

が見られれる。



観祭できた虫たち

ゴマグラチョウの幼虫 オオミノガ オサムシの幼虫 コクワガタの幼虫

ヨクワガタの幼虫 ゴミムシの仲間 朽木の中の幼虫 オサムシの仲間の幼虫

12.植 物の不思議について

1)虫 こぶについて

木の「こ詢 は線虫、アブラムシ、蜂等の仕業により出来る。植物の種類と形により、その虫こぶを作つた

生き物が相違する。逆に言えば{虫 こぶに関わつた生き物により虫こぶの形に変化がある。

2)粘 菌について

この地方では20種 近く (細胞性粘菌を入れると30種 ほう の粘菌を見ることができる。観祭したのはムラサキ

ホコリタケでした

粘菌はアメ‐バー (動物)の ように動いたり、セルロースを構成し植物となったり、植物とも動物ともいえない

生き物です古粘菌の研究者として南方熊楠氏が有名である。

3)ノ キシノブについて

胞子を作る所と形によリシダの仲間の種類を同定する。

3. アカガエルの卵について

両生類 ニ ホンアカ潟工沖

オスはメスより若干小さく、内剣ほ 昼夜行動し、平地の革むらや水田、森の林床

等に生息する。平地では_般

に見られる畦で先 水田や河原の水溜りなどに産卵する。ら翔院に含まれる卵数は

千個を越えることもあるそうで先 ふるさとの谷の棚日の一番下の水溜りにアカガ
エルの卵を見つける。一番早く産卵する畦く 1箇所のみの確認

でし,亀

14.見 られた花、昆虫等

コウヤボウキの種 ジョウブの冬芽 ヤマノイモの種

●



セイヨウカラシナ マンジョウ ナデシヨ

セイヨウタンポポ   マ ルバグミ オオバヤシャブシリ彦いたリヒ サザンンカ

好

ハナミョウガの実 フユイチゴの実 ミツマタの書

アカ潟エルの産卵



1 5 . 観 彙 飾 幡 博 真

砂 越冬する虫たちの観察風景
(1-/―  ケ ・

落葉の下、朽木の中で虫探し 欄 卵 水の中でも終越しする虫がいる

糠 し稼 タラ 棚田は織麗に除草されていた

備   考
・ 新 年最初の観察会、観察会当日暖力い 日でもあり参加者も多く、特に子供の期 幌効ミ15名 と目立った。これは冬

越しする生き物 (昆虫等)と いうキャッチコピーの為かもしれなし、
・ ア カガエルの産卵が見られ、暦の上では大寒といえ春は確実に近づいている感じがした
。 今 年の大寒,現鶏肘 、ヽ地球測暖化の影響なの力、


